
Re壁プロジェクト会員登録の手引き 
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一般社団法人日本壁装協会 

Vol.4 

平成28年11月25日 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
日本壁装協会の松井と申します。どうぞよろしくお願いいたします。



Re壁会員登録の資格、共通事項、費用 

   ※１  ● 壁装施工団体協議会   全国表具経師内装組合連合会、  日本室内装飾事業協同組合連合会、  日本内装材連合会、 
                                             日本テントシート工業組合連合会、  日本建設インテリア事業協同組合連合会  

        ● 壁装研究会 

   ※２  ● 推薦者と直接の取引が継続的にあり、当プロジェクトに参加して問題ないとして推薦された法人または個人。  

       ● 推薦者の代表者またはそれに準ずる者が、推薦先代表者にプロジェクト概要・条件を説明し同意を得ること。 

 

種別 登録対象となる法人または個人 

Re壁会員A 日本壁装協会の正会員または準会員 

Re壁会員B 施工団体（※１）、インテリアデザイン団体に所属するもの        

Re壁会員C Re壁会員から直接推薦を受けたもの（※２）  

●平成28年4月 ～ 平成30年3月まで ： 1万円／年度（4月1日～翌年3月31日） 

  ※上記期間の10月1日以降に登録する際の、初年度の登録費用は5千円／年度とします。 

  ※上記期間の運営費用は、主に日本壁装協会が負担いたします。 
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● 一般のお客様からの問い合わせに対応できること。（カタログ、接客、問い合わせ等） 

● 壁紙の張替え施工を請け負う場合は、自社による責任施工とすること。 

● 建築基準法その他関係諸法令遵守を条件とする登録申請書をご提出頂きます。 

● Re壁プロジェクトに起因するすべての取引は、Re壁会員の自己責任となります。 

共通事項 

費用 

資格 



Re壁会員遵守事項 

3 一般社団法人日本壁装協会 

登録条件を満たす法人または個人で、Re壁会員規約（以下の遵守事項を含む）を 
承諾した後に、Re壁会員の登録申請をすることができる。 

Re壁会員遵守事項（会員規約抜粋及び申請書記載） 

 ①  Re壁プロジェクトが誘因となって発生したRe壁会員と消費者との 

     個別の取引は、各Ｒｅ壁会員の責任において行うこと。 
 
 ②  Re壁プロジェクトに触発された消費者からの問い合わせに誠実に 
      対応し、消費者の要望に応じて、適正な見積もり、適切な材料の選択、 
    信用ある施工会社の紹介等を行うこと。 
 
 ③  壁紙の張替え施工を請け負う場合は、自社による責任施工とすること。 
 
 ④  建築基準法その他関係諸法令を遵守し、法令に違反する恐れのある 
     行為をしないこと。 
 
 ⑤  ダウンロードしたRe壁ロゴマーク等を、第三者に譲渡または使用させ 
     な いこと。 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
当協会は昭和37年に壁装材料協会として設立をしました。昭和44年に、壁紙が防火材料として指定され、旧建設省の通則的認定団体として指定を受けました。　平成12年に建築基準法の改正に伴い、防火材料の認定が通則から個別認定になり、当協会も組織を改変いたしました。14年に日本壁装協会に改称、防火材料である壁紙の検索システム（データベース）を立ち上げました。翌年には壁紙がホルムアルデヒド発散建築材料に指定され、検索システムにホルムアルデヒド発散等級の情報を追加しました。この際に組織を法人化し、平成21年に一般社団法人となり、現在に至っております。壁紙の防火とシックの情報管理、壁紙および施工に関する調査研究、広報普及、環境　リサイクル、関係官公庁・団体との情報交流が主な事業内容になります。



会員登録からRe壁WEBサイト掲載までのプロセス 

4 

①必要事項を記入した所定の登録申請書を日本壁装協会に送付する。 

②協会の審査を受けた後に登録が完了し、会員専用ページのID,パスワードが

通知される。 

【Re壁会員になると・・・】 

③会員専用ページにあるRe壁ロゴマーク、各種登録申請フォームを使用する

ことができる。 

④登録申請フォームを申請することで、Re壁WＥＢサイト内の各種コンテンツ

ページに会社情報が掲載されます。（※別途申請が必要です。） 

② 審査 → 登録 

③会員専用ページ 

ログイン 

（ロゴマーク等の使用可） 

④Re壁WEBサイト 

各種コンテンツへの 

掲載 

①Re壁プロジェクト 

会員登録申請 

【Re壁WEBサイト トップページ上部】 

Re壁WEBサイト内各種コンテンツ 会社情報を掲載する業種（目安）

　①プロに相談する

　　　●ショールーム 　　ブランドメーカー

　　　●施工会社 　　施工会社・販売店（材工可）

　　　●メーカー・販売店 　　ブランドメーカー・販売店

　　　●インテリアデザイン　 　　インテリアデザイン団体に所属するもの

　②豊富な壁紙 　　見本帳発行会社

　③カタログを見る 　　見本帳発行会社

　④Re壁実例 　　全業種 

　⑤Re壁フォト（※調整中） 　　全業種  　　



Re壁会員登録までのフロー （ Re壁会員A（協会会員）用 ） 
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①日本壁装協会から申請書を入手する。 

 
②申請書に必要事項を記入の上、 
日本壁装協会へ発送し、申請する。 

 
 
                          
 
 
                           
                          

             ③書類審査  

 

                          ④登録完了 

 

⑤登録通知（会員専用ID・パスワードを通知） 

 

⑥Re壁ロゴマーク等の使用、 
自社情報をRe壁WEBサイトへ掲載するための申請 

（任意ですが、別途申請が必要です。） 

申請書発送先住所 
〒105-0001 
東京都港区虎ノ門3-7-8ランディック第2虎ノ門ビル7階 
一般社団法人日本壁装協会 Re壁プロジェクト担当者宛て 
Re壁会員登録申請書在中 

申請者（ 協会会員 ） 

書類審査 

Re壁会員登録   

⑤登録通知 
会員専用ID・パス

を通知 

日本壁装協会 

③ 

④ 

②申請 

申請書 

①入手 

申請書 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
当協会は昭和37年に壁装材料協会として設立をしました。昭和44年に、壁紙が防火材料として指定され、旧建設省の通則的認定団体として指定を受けました。　平成12年に建築基準法の改正に伴い、防火材料の認定が通則から個別認定になり、当協会も組織を改変いたしました。14年に日本壁装協会に改称、防火材料である壁紙の検索システム（データベース）を立ち上げました。翌年には壁紙がホルムアルデヒド発散建築材料に指定され、検索システムにホルムアルデヒド発散等級の情報を追加しました。この際に組織を法人化し、平成21年に一般社団法人となり、現在に至っております。壁紙の防火とシックの情報管理、壁紙および施工に関する調査研究、広報普及、環境　リサイクル、関係官公庁・団体との情報交流が主な事業内容になります。



申請書記載方法 表面 （Re壁会員A（協会会員）用） 

※ 
① 

② 

③ 

④ 

⑤ 

⑥ 

⑥ 
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申請者記入事項 

※規約（申請書記載の遵守事項を含む）の 
  内容を確認し承諾する。 

 

①申請日を記入 

②会社名を記入 

③住所を記入 

④責任者（原則代表者）、ふりがなを記入 

⑤④の役職を記入 

⑥押印（会社、責任者） 

 
※申請書の提出をもって、規約（申請書記載の遵守 
   事項を含む）の内容に対する承諾と致します。 

遵守事項 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
当協会は昭和37年に壁装材料協会として設立をしました。昭和44年に、壁紙が防火材料として指定され、旧建設省の通則的認定団体として指定を受けました。　平成12年に建築基準法の改正に伴い、防火材料の認定が通則から個別認定になり、当協会も組織を改変いたしました。14年に日本壁装協会に改称、防火材料である壁紙の検索システム（データベース）を立ち上げました。翌年には壁紙がホルムアルデヒド発散建築材料に指定され、検索システムにホルムアルデヒド発散等級の情報を追加しました。この際に組織を法人化し、平成21年に一般社団法人となり、現在に至っております。壁紙の防火とシックの情報管理、壁紙および施工に関する調査研究、広報普及、環境　リサイクル、関係官公庁・団体との情報交流が主な事業内容になります。



7 

⑦ 

⑧ 

⑨ 

⑩ 

⑪ 

⑫ 

⑬ 

⑭ 

⑮ 

申請書記載方法 裏面 （Re壁会員A（協会会員）用） 

⑦担当者名（ふりがな）を記入 

⑧⑦の所属、役職を記入 

⑨住所を記入 

⑩電話番号を記入 

⑪FAX番号を記入 

⑫メールアドレスを記入 

⑬URLを記入 

⑭該当項目にチェックを記入 

⑮該当項目にチェックを記入 

申請者記入事項 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
当協会は昭和37年に壁装材料協会として設立をしました。昭和44年に、壁紙が防火材料として指定され、旧建設省の通則的認定団体として指定を受けました。　平成12年に建築基準法の改正に伴い、防火材料の認定が通則から個別認定になり、当協会も組織を改変いたしました。14年に日本壁装協会に改称、防火材料である壁紙の検索システム（データベース）を立ち上げました。翌年には壁紙がホルムアルデヒド発散建築材料に指定され、検索システムにホルムアルデヒド発散等級の情報を追加しました。この際に組織を法人化し、平成21年に一般社団法人となり、現在に至っております。壁紙の防火とシックの情報管理、壁紙および施工に関する調査研究、広報普及、環境　リサイクル、関係官公庁・団体との情報交流が主な事業内容になります。



Re壁会員登録までのフロー 
（ Re壁会員B （施工団体、インテリアデザイン団体） 用 ）  
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④ 

⑤ 

申請者 

書類審査 

Re壁会員登録   

⑤登録通知 
会員専用ID・パス

を通知 

日本壁装協会 

③ 

④ 

②申請 

申請書 

①入手 

申請書 

①Re壁WEBサイト【rekabe.jp】内の「Re壁プロジェクト 
会員希望者」ページから申請書を入手する。 

 
②申請書に必要事項を記入の上、 
日本壁装協会へ発送し、申請する。 

 
 
                          
 
 
                           
                          

             ③書類審査  

 

                          ④登録完了 

 

⑤登録通知（会員専用ID・パスワードを通知） 

 

⑥Re壁ロゴマーク等の使用、 
自社情報をRe壁WEBサイトへ掲載するための申請 

（任意ですが、別途申請が必要です。） 

申請書発送先住所 
〒105-0001 
東京都港区虎ノ門3-7-8ランディック第2虎ノ門ビル7階 
一般社団法人日本壁装協会 Re壁プロジェクト担当者宛て 
Re壁会員登録申請書在中 

     rekabe.jp 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
当協会は昭和37年に壁装材料協会として設立をしました。昭和44年に、壁紙が防火材料として指定され、旧建設省の通則的認定団体として指定を受けました。　平成12年に建築基準法の改正に伴い、防火材料の認定が通則から個別認定になり、当協会も組織を改変いたしました。14年に日本壁装協会に改称、防火材料である壁紙の検索システム（データベース）を立ち上げました。翌年には壁紙がホルムアルデヒド発散建築材料に指定され、検索システムにホルムアルデヒド発散等級の情報を追加しました。この際に組織を法人化し、平成21年に一般社団法人となり、現在に至っております。壁紙の防火とシックの情報管理、壁紙および施工に関する調査研究、広報普及、環境　リサイクル、関係官公庁・団体との情報交流が主な事業内容になります。



申請書記載方法 表面 
（ Re壁会員B （施工団体、インテリアデザイン団体） 用 ）  

※ 

① 

② 

③ 

④ 

⑤ 
⑦ 

⑦ 

9 

⑥ 

申請者記入事項 

※規約（申請書記載の遵守事項を含む）の 
  内容を確認し承諾する。 

 

①申請日を記入 

②会社名を記入 

③住所を記入 

④責任者（原則代表者）、ふりがなを記入 

⑤④の役職を記入 

⑥所属団体または組合名を記入 

⑦押印（会社、責任者） 

 
※申請書の提出をもって、規約（申請書記載の遵守 
   事項を含む）の内容に対する承諾と致します。 

遵守事項 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
当協会は昭和37年に壁装材料協会として設立をしました。昭和44年に、壁紙が防火材料として指定され、旧建設省の通則的認定団体として指定を受けました。　平成12年に建築基準法の改正に伴い、防火材料の認定が通則から個別認定になり、当協会も組織を改変いたしました。14年に日本壁装協会に改称、防火材料である壁紙の検索システム（データベース）を立ち上げました。翌年には壁紙がホルムアルデヒド発散建築材料に指定され、検索システムにホルムアルデヒド発散等級の情報を追加しました。この際に組織を法人化し、平成21年に一般社団法人となり、現在に至っております。壁紙の防火とシックの情報管理、壁紙および施工に関する調査研究、広報普及、環境　リサイクル、関係官公庁・団体との情報交流が主な事業内容になります。
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⑧担当者名（ふりがな）を記入 

⑨⑧の所属、役職を記入 

⑩住所を記入 

⑪電話番号を記入 

⑫FAX番号を記入 

⑬メールアドレスを記入 

⑭URLを記入 

⑮該当項目にチェックを記入 

⑯該当項目にチェックを記入 

申請者記入事項 

申請書記載方法 裏面 
（ Ｒｅ壁会員Ｂ （施工団体、インテリアデザイン団体） 用 ）  

⑧ 

⑨ 

⑩ 

⑪ 

⑫ 

⑬ 

⑭ 

⑮ 

⑯ 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
当協会は昭和37年に壁装材料協会として設立をしました。昭和44年に、壁紙が防火材料として指定され、旧建設省の通則的認定団体として指定を受けました。　平成12年に建築基準法の改正に伴い、防火材料の認定が通則から個別認定になり、当協会も組織を改変いたしました。14年に日本壁装協会に改称、防火材料である壁紙の検索システム（データベース）を立ち上げました。翌年には壁紙がホルムアルデヒド発散建築材料に指定され、検索システムにホルムアルデヒド発散等級の情報を追加しました。この際に組織を法人化し、平成21年に一般社団法人となり、現在に至っております。壁紙の防火とシックの情報管理、壁紙および施工に関する調査研究、広報普及、環境　リサイクル、関係官公庁・団体との情報交流が主な事業内容になります。



Re壁会員登録までのフロー （Re壁会員C（推薦）用） 
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①推薦者から趣旨・内容説明を受け、 
申請書を入手する。 

 
②申請者は、趣旨・内容に同意した上で、申請書に 

必要事項を記入の上、推薦者へ提出する。 
 

③推薦者から、推薦の承認(申請書記載)をもらう。 
 

④申請書を日本壁装協会へ発送し、申請する。 
 
 
                        
 

 

             
            ⑤書類審査  

 

                          ⑥登録完了 

 

⑦登録通知（会員専用ID・パスを通知） 

 

⑥Re壁ロゴマーク等の使用、 
自社情報をRe壁WEBサイトへ掲載するための申請 

（任意ですが、別途申請が必要です。） 

申請書発送先住所 
〒105-0001 
東京都港区虎ノ門3-7-8ランディック第2虎ノ門ビル7階 
一般社団法人日本壁装協会 Re壁担当者宛て 
Re壁会員登録申請書在中 

⑤ 

申請者 

推薦者   

書類審査 

Re壁会員登録   

⑦登録通知 
会員専用ID・パス

を通知 

日本壁装協会 

⑤ 

⑥ 

①入手 

②提出 

③推薦 

④申請 
申請書 

申請書 

申請書 

趣
旨
・
内
容 

説
明 

趣
旨
・
内
容 

同
意 

申請書 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
当協会は昭和37年に壁装材料協会として設立をしました。昭和44年に、壁紙が防火材料として指定され、旧建設省の通則的認定団体として指定を受けました。　平成12年に建築基準法の改正に伴い、防火材料の認定が通則から個別認定になり、当協会も組織を改変いたしました。14年に日本壁装協会に改称、防火材料である壁紙の検索システム（データベース）を立ち上げました。翌年には壁紙がホルムアルデヒド発散建築材料に指定され、検索システムにホルムアルデヒド発散等級の情報を追加しました。この際に組織を法人化し、平成21年に一般社団法人となり、現在に至っております。壁紙の防火とシックの情報管理、壁紙および施工に関する調査研究、広報普及、環境　リサイクル、関係官公庁・団体との情報交流が主な事業内容になります。



申請書記載方法 表面 （ Re壁会員C（推薦）用 ） 

※規約（申請書記載の遵守事項を含む）の 
  内容を確認し承諾する。 

①申請日を記入 

②会社名を記入 

③住所を記入 

④責任者（原則代表者）、ふりがなを記入 

⑤④の役職を記入 

⑥押印（会社、責任者） 

※申請書の提出をもって、規約（申請書記載の遵守 
   事項を含む）の内容に対する承諾と致します。 

推薦者 記入事項 

推薦者は申請者記入事項に記入漏れがないか確認し、
⑯～⑳の記入をしてください。 

⑯申請書承認日を記入 

⑰会社名を記入 

⑱⑲の役職を記入 

⑲推薦責任者氏名を記入 

⑳押印（会社、責任者） 

⑯ 

⑰ 

⑳ 

申請者は記入しないでください。 

※ ① 

② 

③ 
④ 

⑤ 

⑥ 

⑥ 

12 

⑲ 

⑱ 
⑳ 

推薦される申請者 記入事項 

遵守事項 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
当協会は昭和37年に壁装材料協会として設立をしました。昭和44年に、壁紙が防火材料として指定され、旧建設省の通則的認定団体として指定を受けました。　平成12年に建築基準法の改正に伴い、防火材料の認定が通則から個別認定になり、当協会も組織を改変いたしました。14年に日本壁装協会に改称、防火材料である壁紙の検索システム（データベース）を立ち上げました。翌年には壁紙がホルムアルデヒド発散建築材料に指定され、検索システムにホルムアルデヒド発散等級の情報を追加しました。この際に組織を法人化し、平成21年に一般社団法人となり、現在に至っております。壁紙の防火とシックの情報管理、壁紙および施工に関する調査研究、広報普及、環境　リサイクル、関係官公庁・団体との情報交流が主な事業内容になります。
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申請書記載方法 裏面 （ Re壁会員C（推薦）用 ） 

⑦ 

⑧ 

⑨ 

⑩ 

⑪ 

⑫ 

⑬ 

⑭ 

⑮ 

⑦担当者名（ふりがな）を記入 

⑧⑦の所属、役職を記入 

⑨住所を記入 

⑩電話番号を記入 

⑪FAX番号を記入 

⑫メールアドレスを記入 

⑬URLを記入 

⑭該当項目にチェックを記入 

⑮該当項目にチェックを記入 

申請者記入事項 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
当協会は昭和37年に壁装材料協会として設立をしました。昭和44年に、壁紙が防火材料として指定され、旧建設省の通則的認定団体として指定を受けました。　平成12年に建築基準法の改正に伴い、防火材料の認定が通則から個別認定になり、当協会も組織を改変いたしました。14年に日本壁装協会に改称、防火材料である壁紙の検索システム（データベース）を立ち上げました。翌年には壁紙がホルムアルデヒド発散建築材料に指定され、検索システムにホルムアルデヒド発散等級の情報を追加しました。この際に組織を法人化し、平成21年に一般社団法人となり、現在に至っております。壁紙の防火とシックの情報管理、壁紙および施工に関する調査研究、広報普及、環境　リサイクル、関係官公庁・団体との情報交流が主な事業内容になります。



連絡事項 

14 一般社団法人日本壁装協会 

・募集（申請書の受付）は随時行っています。 
 
・受付後約１週間ほどで、登録結果のご連絡を 
 致します。 
 
・状況によっては、登録完了までお時間が 
 かかる場合も予想されます。 
  予め、ご理解、ご了承をお願い致します。 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
当協会は昭和37年に壁装材料協会として設立をしました。昭和44年に、壁紙が防火材料として指定され、旧建設省の通則的認定団体として指定を受けました。　平成12年に建築基準法の改正に伴い、防火材料の認定が通則から個別認定になり、当協会も組織を改変いたしました。14年に日本壁装協会に改称、防火材料である壁紙の検索システム（データベース）を立ち上げました。翌年には壁紙がホルムアルデヒド発散建築材料に指定され、検索システムにホルムアルデヒド発散等級の情報を追加しました。この際に組織を法人化し、平成21年に一般社団法人となり、現在に至っております。壁紙の防火とシックの情報管理、壁紙および施工に関する調査研究、広報普及、環境　リサイクル、関係官公庁・団体との情報交流が主な事業内容になります。
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